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子ども会の思い出  ６年  横野 七海 

 

 私は、１年生の時に子ども会に入りました。 

 子ども会では、夏祭りや秋祭りなどのいろいろな行事がありました。その中でも私の１番の思い出は、

２年生の時に、ドイツの森に行って友達と遊んだことです。その他６年生のお別れの会で、毎年いろん

な所へ行けたのも、とても楽しかった思い出 

です。 

この６年間、私達を支えてくださった地域 

の方々、本当にありがとうございました。 

立派な中学生になれるよう頑張ります。       

 

 

         会 長  楢原 大夢    副会長  森 大次郎   

    

                  会 長  楢原 雄大 

         副会長  岡  寛、中尾 淳一、堤 雅嗣、宮西 玄、卯善 秀一、中本 祥二郎 

         理 事  岡 麻美  会 計  楢原 友絵  

 運営委員 中尾 麻衣子、 堤  彩、宮西ひかり 

         顧 問  中尾 謙二  監 査  森 光弘 

         連絡協議会役員  岡  寛      連絡協議会事務局  森 ますみ 

         ソフトボール監督 中尾 淳一     ポートボール監督  卯善 佳代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

                                             

平成３０年度 子ども会役員 

子ども会 

育 成 会 

               この一年を振り返って 

                         田中野田子ども会育成会会長  原 馨一 

 田中野田子ども会育成会会長という大役を引き受け、挨拶をしたのがついこの間のように思います。

保護者の皆様、町内の皆様のご指導、ご協力のおかげで無事に終えることが出来ました。 

さて、この一年を振り返ってみますと、子供たちの樽太鼓・銭太鼓で盛況に終わった夏祭り、みんな

で頑張った運動会、雨で中止となった秋祭り、お別れ旅行と思い出はたくさんあります。子供達とこん

なにかかわり合えたのも、子ども会があるからこそだと思います。残念なことに子ども会離れが進んで

おり、子ども会会員が減っています。子ども会の活動は大変なこともありますが、「学年を超えた友達(仲

間)作り」、「他の町内・学区の子供達との交流」、「互いを思いやる気持ち」等いろいろ学ぶことが出来ま

す。また、子供と同じ時間を共有できるのは、小学校６年間だと思います。 

最後になりますが、一年間、本当にありがとうございました。 

 

 私は、田中野田の会長に加え御南学区の会長もさせていただきました。確かに、この一年は大変でし

た。しかし、イベントを行うごとに子ども達の笑顔に触れ、やって良かったと思うとともに、町内だけ

でなく、地域のたくさんの方々に見守られ、支えられ、助けられているということを実感しました。 

 また、子ども会活動を通じて、御南学区だけでなく、他学区とも繋がりが出来ました。 

 年々、子ども会の会員が減ってきております。力不足で申し訳なく思います。 

 この一年経験してきたことを活かして、親も子も繋がることの出来る子ども会であるよう、協力して

いけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      子ども会の思い出  ６年  森 亮輔 

 僕は３年生の時、子ども会に入りました。 

子ども会に入った主な目的はソフトボールをするためです。 

ソフトボールは、最初はルールもわからないし、まったく打てない 

しエラーばかりでしたが、続けていると少しずつうまくなって最後には 

続けてよかったなと思いました。 

他にも姫路セントラルパークに行ったり、楽しい行事がたくさんあ 

りました。支えて下さった皆さん。本当にありがとうございました。 

お別れ会（姫路セントラルパーク） （備前焼 土ひねり体験） 


